
【
資
料
紹
介
】

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈

 

大　

國　

由
美
子

 

（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）

摘　
　

要

『
山
陰
研
究
』
で
翻
刻
を
連
載
し
て
い
る
、『
渡
部
寛
一
郎
日
記
』
は
、
当
時
の
山
陰
に
お
け
る
教
育
の
実
態
、
地
域
政
治
と
中
央
政
治
と
の
関
係
を
知
る

の
に
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
た
だ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
や
事
項
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
く
、
注
釈
な
し
で
は
、
理
解
し
に
く
い
。
本
稿
で
は
、

諸
史
料
に
あ
た
っ
て
、
で
き
う
る
限
り
、
事
績
や
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
不
明
な
点
も
多
い
。
博
雅
の
示
教
を
請
う
。
今
回
は
、『
渡
部

寛
一
郎
日
記
』
第
二
冊
（
明
治
三
十
一
年
・
三
十
二
年
）
の
手
帳
の
明
治
三
十
一
年
部
分
に
つ
い
て
注
釈
を
行
っ
た
（
紙
數
の
関
係
で
、
本
号
掲
載
の
翻
刻

と
範
囲
が
少
し
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
）。
こ
の
注
釈
が
、
渡
部
寛
一
郎
が
、
彼
が
校
長
を
務
め
た
修
道
館
中
学
の
経
営
の
た
め
に
、
中
央
政
官
界
、
全
国

の
教
育
者
、
旧
藩
関
係
者
と
交
流
す
る
様
子
や
そ
の
背
景
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
渡
部
寛
一
郎　

近
代　

政
治　

教
育　

漢
詩

〔
凡
例
〕

一
、「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」
渡
部
寛
一
郎
日
記
第
二
冊
の
う
ち
、
明
治
三
一

年
部
分
の
人
名
・
用
語
に
つ
い
て
、
辞
典
等
で
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
特
に
著
名
人
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
一
年
前
後
の
経
歴
を

主
に
し
て
記
述
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
出
典
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

で
き
る
だ
け
文
献
で
裏
付
け
を
と
る
よ
う
に
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み

で
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し

た
。
ア
ド
レ
ス
は
二
〇
一
八
年
九
月
末
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
日
付
順
、
登
場
順
に
全
て
の
人
名
・
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
。
た
だ
し
、

渡
部
の
親
戚
（
矢
田
長
之
助
、
千
代
子
、
渡
部
謙
一
郎
、
渡
部
善
継
）
は
頻
出

す
る
た
め
、
初
出
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
同
一
日
に
何
度
か
登
場
す
る
人
物
に

つ
い
て
も
一
日
に
一
度
だ
け
あ
げ
た
。

一
、
人
名
（
事
項
）、【
日
記
掲
載
年
月
日
】、
生
年
―
没
年
、
出
身
地
、
経
歴
（
内

容
）
の
順
に
記
載
し
た
。

七
五

山
陰
研
究
（
第
十
一
号
）
二
〇
一
八
年
十
二
月
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一
、
以
下
の
辞
典
等
に
つ
い
て
は
、
略
し
て
記
載
し
た
。

　

島
洋
之
助
編
『
人
材
・
島
根
』
島
根
文
化
社
、
一
九
三
八
年
↓
『
人
材
』

　

伊
藤
菊
之
輔
編
『
島
根
県
人
名
事
典
』
報
光
社
、
一
九
七
〇
年
↓
『
伊
藤
島
根
』

　

山
陰
中
央
新
報
社
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
島
根
県
歴
史
人
物

事
典
』
山
陰
中
央
新
報
社
、
一
九
九
七
年
↓
『
島
根
歴
史
』

　

下
中
邦
彦
編
集
兼
発
行
『
日
本
人
名
大
事
典
』
一
九
三
七
年
〜
一
九
三
八
年
初

版
、
一
九
八
三
年　

復
刻
版
第
二
刷
、
平
凡
社
↓
『
平
』

　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
↓
『
国
史
』

　

臼
井
勝
美
、
高
村
直
助
、
鳥
海
靖
、
由
井
正
臣
編
『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
↓
『
近
現
代
』

　

槌
田
満
文
編
『
新
装
普
及
版　

東
京
文
学
地
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
七

年
↓
『
東
京
文
学
』

　

松
江
北
高
等
学
校
百
年
史
編
集
委
員
会
『
松
江
北
高
等
学
校
百
年
史
』
島
根
県

立
松
江
北
高
等
学
校
、
一
九
七
六
年
↓
『
北
高
』

　

少
年
園
編
『
東
京
遊
学
案
内
』
一
八
九
七
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ア
ー
カ
イ
ブ

（
東
京
都
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブhttp://archive.library.m

etro.
tokyo.jp/da/top

）

　

↓
『
東
京
遊
学
』

以
下
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/
）

　
「
官
報
」

　
『
島
根
県
職
員
録
』

　
『
職
員
録
（
甲
）』
↓
『
職
甲
』、
印
刷
局

　
『
職
員
録
（
乙
）』
↓
『
職
乙
』、
印
刷
局

　
　
　
『
職
員
録
』（
甲
）（
乙
）
と
も
に
明
治
三
一
年
度
は
欠
号
。

　

永
井
良
知
編
輯
『
東
京
百
事
便
』
三
三
文
房
、
一
八
九
〇
年
↓
『
百
事
便
』

　

土
岐
秀
苗
、
東
都
沿
革
調
査
会
編
纂
『
最
新
東
京
案
内
記　

春
の
巻
』
教
育

舎
、
一
八
九
八
年
六
月
↓
『
案
内
記
春
』

〔
注
釈
〕

新
快
漕
丸
【
明
治
31
・
9
・
9
】

香
川
方
【
明
治
31
・
9
・
9
】『
帝
国
実
業
名
鑑
』（
帝
国
実
業
名
鑑
編
輯
部
、

一
八
九
九
年
）
に
、「
各
国
御
旅
館
兼
書
画
骨
董
商　

境
町　

香
川
幸
平　

明
治

六
年
開
業
」、「
当
港
ニ
於
テ
上
ハ
大
阪
間
下
ハ
北
海
道
小
樽
ニ
至
ル
各
港
及
ヒ
隠

岐
国
其
他
近
傍
ニ
至
ル
汽
船
御
乗
客
等
至
極
叮
嚀
ニ
御
取
扱
可
申
上
候
間
陸
続
御

来
館
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
奉
希
上
候
」
と
載
る
。
隠
岐
島
往
復
の
客
を
泊
め
て
明
治
、

大
正
を
通
じ
て
繁
栄
し
て
い
た
と
い
う
。（
境
港
市
『
境
港
市
史
』
一
九
八
六
年
）

熊
本
丸
【
明
治
31
・
9
・
9
】
同
日
の
『
山
陰
新
聞
』
広
告
に
「
日
本
郵
船
熊

本
丸　

九
月
九
日
午
后
出
境　

敦
賀
伏
木
直
江
津
新
潟
酒
田
土
崎
函
館
小
樽
行

（
略
）
伯
耆
国
境
港　

栢
木
回
漕
店
松
江
支
店
」
と
あ
り
。
栢
木
回
漕
店
は
日
本

郵
船
株
式
会
社
、
大
阪
商
船
株
式
会
社
の
扱
所
。（『
帝
国
実
業
名
鑑
』『
境
港
市

史
』）

山
本
邦
之
助
氏
祖
父
【
明
治
31
・
9
・
9
】

渋
川
千
之
助
【
明
治
31
・
9
・
9
】
明
治
四
年
（
一
八
七
一
） ―
？　

渋
川
忠
二

郎
（
松
江
藩
士
、
関
西
大
学
創
設
者
）
の
子
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
東
京
帝

国
大
学
法
科
英
法
科
卒
。
弁
護
士
。
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
。（『
人
材
』、『
島
根
歴

史
』）

大
谷
、
山
根
豊
市
【
明
治
31
・
9
・
9
】

東
海
道
汽
車
不
通
【
明
治
31
・
9
・
10
、
11
】『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
31
・

9
・
8
）
に
よ
る
と
、
六
日
夜
か
ら
翌
朝
の
暴
風
雨
に
よ
り
東
海
道
線
中
、
山
北

七
六

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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―
小
山
間
、
小
山
間
―
御
殿
場
、
蒲
原
―
興
津
間
の
線
路
が
破
壊
さ
れ
、
汽
車
が

不
通
と
な
り
、
新
橋
停
車
場
で
は
小
山
以
西
の
切
符
の
発
売
を
中
止
し
て
い
る
と

い
う
。
山
北
―
小
山
間
で
は
、
山
崩
れ
も
し
く
は
線
路
が
三
十
間
押
し
出
さ
れ
た

箇
所
も
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

馬
入
川
ア
リ
渡
シ
ア
リ
鉄
路
破
損
【
明
治
31
・
9
・
12
】『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明

治
31
・
9
・
9
）
に
は
、
六
日
夜
の
暴
風
雨
に
よ
り
、
相
模
川
の
末
流
・
馬
入
川

も
氾
濫
し
、
鉄
橋
の
橋
桁
が
流
出
し
た
た
め
、
午
後
四
時
二
十
九
分
横
浜
発
下
り

列
車
は
茅
ヶ
崎
で
停
車
、
茅
ヶ
崎
―
平
塚
間
も
不
通
と
な
り
、
修
繕
に
二
〜
三
日

は
か
か
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

山
本
宗
連
、
高
藤
直
太
郎
、
島
田
、
三
浦
菊
右
衛
門
、
伊
藤
恵
市
、
樋
野
唯
一
、

馬
場
【
明
治
31
・
9
・
12
】、
渋
川
千
之
助
【
明
治
31
・
9
・
12
】（
前
出
【
明
治

31
・
9
・
9
】）、
村
岡
セ
イ
、
お
角
、
お
常
、
岩
崎
家
【
明
治
31
・
9
・
12
】

山
本
邦
之
助
【
明
治
31
・
9
・
13
】
明
治
二
年
（
一
八
六
九
） 

―
昭
和
三
〇

年
（
一
九
五
五
）　

松
江
市
。
松
江
中
学
、
島
根
師
範
中
退
。
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
日
本
郵
船
に

入
社
、
海
外
勤
務
を
経
験
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
ペ
ル
ー
に
渡
航
、
邦
字
新

聞
で
健
筆
を
ふ
る
う
。（『
島
根
歴
史
』）

本
庄
【
明
治
31
・
9
・
13
】

飯
田
館
【
明
治
31
・
9
・
13
】「（
麹
町
区
飯
田
町
）
町
内
に
て
有
名
な
る
旅
館

は
、
飯
田
館
な
り
と
す
、
常
に
政
党
員
、
官
吏
、
紳
商
、
及
議
員
等
の
客
多
し
、

さ
れ
ば
客
室
な
ど
も
高
尚
に
し
て
、
合
宿
な
ど
す
る
恐
れ
な
く
、
一
人
に
一
室
を

限
れ
り
、
又
此
家
は
年
来
の
常
客
か
、
又
は
其
紹
介
な
き
も
の
は
、
如
何
な
る
人

と
雖
も
宿
泊
を
許
さ
ず
、
頗
る
厳
正
確
実
を
旨
と
せ
り
」（『
案
内
記
春
』）

杦
野
【
明
治
31
・
9
・
13
】

謙
一
郎
【
明
治
31
・
9
・
13
、
14
、
15
、
17
、
18
、
23
、
28
、
29
、
10
・
1
、

2
】
渡
部
謙
一
郎
。
渡
部
寛
一
郎
の
子
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
三
月
松
江

中
学
卒
と
同
一
人
物
か
。（『
北
高
』）

楳
【
明
治
31
・
9
・
13
】
梅
謙
次
郎
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
） ―
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）　

松
江
市
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
司
法
省
法
学
校
卒
。
仏
・

独
に
留
学
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
。
明
治
二
六

年
（
一
八
九
三
）
法
典
調
査
会
起
草
委
員
に
就
任
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
同

法
科
大
学
長
、
政
府
の
法
制
局
長
官
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
和
仏
法
律
学

校
（
現
法
政
大
学
）
校
長
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
文
部
省
総
務
長
官
。（『
島

根
歴
史
』、『
近
現
代
』）

横
澤
【
明
治
31
・
9
・
13
】
横
澤
文
也
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
） ―
？　

宮
城

県
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
磐
井
県
師
範
学
校
卒
。
以
後
宮
城
県
気
仙
沼
小
学

校
訓
導
、
新
潟
県
医
学
校
助
教
諭
、
同
県
亀
田
小
学
校
長
、
山
梨
県
尋
常
中
学
校

教
諭
、
三
重
県
師
範
学
校
教
諭
、
愛
媛
県
西
条
中
学
校
教
諭
、
島
根
県
浜
田
中

学
校
首
席
教
諭
を
歴
任
、
初
代
簸
川
中
学
校
校
長
に
任
じ
ら
れ
た
（
任
期
、
明
治

三
一
年
〈
一
八
九
八
〉
四
月
〜
明
治
三
五
年
〈
一
九
〇
二
〉
三
月
）。（
出
雲
高
等

学
校
史
編
集
刊
行
委
員
会
編
『
出
雲
高
等
学
校
史
』
島
根
県
立
出
雲
高
等
学
校
、

一
九
九
〇
年
）

矢
田
方
【
明
治
31
・
9
・
13
、
15
、
16
、
29
、
30
】（
矢
田
長
之
助
【
明
治
31
・

9
・
29
、
10
・
1
、
明
治
丗
二
年
四
月
調
】
矢
田
千
代
子
（
千
代
）【
明
治
31
・

9
・
15
、
17
、
18
、
23
、
27
、
29
、
10
・
1
】）
矢
田
長
之
助
・
千
代
子
。
千
代

子
は
渡
部
寛
一
郎
長
女
。
矢
田
長
之
助
…
明
治
四
年
（
一
八
七
一
） ―
昭
和
一
五

年
（
一
九
四
〇
）　

出
雲
市
。
塩
冶
小
学
校
卒
業
後
、
渡
部
寛
一
郎
の
私
塾
普
通

学
舎
に
学
ぶ
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
松
江
中
学
入
学
、
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
卒
業
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
高
等
文
官
試
験
に
合
格
、
外
交

官
に
。
こ
の
頃
渡
部
千
代
子
と
結
婚
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
清
国
天
津
の

七
七

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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日
本
領
事
館
領
事
館
補
を
ふ
り
だ
し
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
代
理
公
使
、
漢
口
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
の
領
事
、
オ
タ
ワ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
等
の
総
領
事
を
歴
任

し
て
シ
ャ
ム
国
（
現
タ
イ
国
）
公
使
。
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
特
命
全
権
公
使

と
し
て
シ
ャ
ム
国
通
商
航
海
条
約
調
印
。（
出
雲
塩
冶
誌
編
集
委
員
会
『
出
雲
塩

冶
誌
』
出
雲
塩
冶
誌
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
、『
人
材
』、『
北
高
』）
東
京
小

石
川
区
原
町
一
三
三
。

片
山
、
塩
谷　

塩
谷
吟
策
か
。【
明
治
31
・
9
・
14
】

全
国
中
学
校
長
会
議
【
明
治
31
・
9
・
15
〜
26
】
明
治
三
一
年
九
月
一
五
日
〜

二
六
日
ま
で
高
等
商
業
学
校
内
講
堂
で
開
催
。
初
め
て
公
私
立
区
別
な
く
全
国
の

中
学
校
長
を
集
め
た
会
議
で
、
初
日
は
一
〇
〇
名
以
上
出
席
。
文
部
省
諮
問
案
第

一
号
〜
四
号
と
、
各
中
学
校
長
建
議
案
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
る
。
九
月
一
七
日

は
、
第
一
号
諮
問
案
第
一
項
「
高
等
普
通
教
育
を
施
す
が
為
め
及
び
高
等
の
学
校

に
入
学
せ
ん
と
す
る
者
の
準
備
を
為
す
が
為
に
二
種
の
中
学
を
設
く
る
の
可
否
」

に
つ
い
て
討
論
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
三
つ
の
意
見
に
分
か
れ
た
が
、
一
一
〇

名
中
八
一
名
の
大
多
数
で
「
二
種
に
分
離
す
る
を
否
と
す
る
も
の
」
に
決
定
し

た
。
二
一
日
に
は
、
こ
の
日
記
で
も
登
場
す
る
麻
布
中
学
校
長
江
原
素
六
の
演
説
、

二
五
日
に
は
隈
本
有
尚
ら
提
出
の
建
議
案
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最

終
日
の
二
六
日
に
は
、
毎
年
一
回
全
国
中
学
校
長
会
議
を
文
部
に
招
集
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
た
。（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
31
・
9
・
14
〜
23
、
26
・
27
）

尾
崎
大
臣
【
明
治
31
・
9
・
15
】
尾
崎
行
雄
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
） ―
昭
和

二
九
年
（
一
九
五
四
）　

神
奈
川
県
。
明
治
か
ら
昭
和
時
代
前
期
に
か
け
て
の
政

党
政
治
家
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
第
一
回
衆
議
院
総
選
挙
に
当
選
、
以
後

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
の
総
選
挙
ま
で
二
五
回
連
続
当
選
。
明
治
三
一
年

（
一
八
九
八
）
六
月
第
一
次
大
隈
（
隈
板
）
内
閣
の
文
相
と
し
て
入
閣
。
八
月
帝
国

教
育
会
で
行
っ
た
演
説
が
『
東
京
日
日
新
聞
』
等
に
共
和
主
義
者
、
不
敬
と
攻
撃

さ
れ
、
政
治
問
題
化
（「
共
和
演
説
事
件
」）、
九
月
六
日
尾
崎
は
参
内
し
て
陳
謝

し
た
が
事
態
は
収
拾
さ
れ
ず
、
一
〇
月
二
四
日
尾
崎
は
文
相
を
辞
任
。
後
任
問
題

を
め
ぐ
っ
て
隈
板
内
閣
は
分
裂
、
一
〇
月
三
一
日
総
辞
職
し
た
。（『
国
史
』『
近

現
代
』『
日
本
歴
史
大
事
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

松
平
【
明
治
31
・
9
・
15
】、
池
田
守
吉
【
明
治
31
・
9
・
16
】

広
島
明
道
中
学
校
【
明
治
31
・
9
・
17
】
明
道
中
学
校
。
旧
制
私
立
中
学
校
。
明

治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
嶋
末
宰
三
郎
を
設
立
者
と
し
て
創
立
、
同
四
月
嶋

末
元
を
校
長
と
し
て
広
島
市
田
中
町
（
当
時
）
に
開
校
し
た
明
道
学
校
は
、
一
度

下
中
町
（
当
時
）
に
移
り
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
尋
常
中
学
校
（
の
ち
の

中
等
学
校
）
と
な
り
、
明
道
尋
常
中
学
校
と
改
称
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

竹
屋
村
の
南
端
（
現
中
区
東
千
田
町
平
野
橋
南
西
詰
め
付
近
）
に
移
転
、
大
正

一
二
年
（
一
九
二
三
）
廃
校
。
明
治
二
八
年
度
（
一
八
九
五
）
広
島
県
統
計
書
で

は
、
所
在
地
田
中
町
、
学
科
は
普
通
学
と
な
っ
て
い
る
が
、
浅
野
学
校
に
始
ま
り
、

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
修
道
中
学
校
と
な
っ
た
現
修
道
中
・
高
等
学
校
、
明

治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
数
理
学
会
に
は
じ
ま
り
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
私
立

広
陵
中
学
校
と
な
っ
た
現
広
陵
高
等
学
校
と
並
ん
で
、
当
時
、
広
島
市
内
私
立
中

学
校
三
校
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
中
・
四
国
、
九
州
な
ど
の
遠
隔
地
か
ら
の

入
学
者
が
多
か
っ
た
。
硬
骨
蛮
風
の
盛
ん
な
校
風
が
廃
校
の
遠
因
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
が
、
今
日
詳
細
を
知
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。（
中
国
新
聞
社
編
『
広
島
県

大
百
科
事
典
』
中
国
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
）

島
末
【
明
治
31
・
9
・
17
】
嶋
末
元
（
し
ま
ず
え
は
じ
め
）。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
） ―
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）　

山
口
県
。
岩
国
の
儒
者
に
学
び
、

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
上
京
、
福
沢
諭
吉
の
も
と
に
学
ぶ
。
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
広
島
で
明
道
学
校
創
立
。
初
め
は
袋
町
、
小
町
か
ら
田
中
町
に
、

さ
ら
に
南
竹
屋
町
に
移
っ
た
。
嶋
末
の
教
育
方
針
は
忠
君
愛
国
の
精
神
を
鼓
吹
す

七
八

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）

－ 189 －



る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
部
省
か
ら
中
学
の
許
可
を
受
け
て
の
ち
校
運
は
ま
す
ま
す

隆
盛
に
な
り
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
御
幸
橋
の
北
、
南
竹
屋
新
開
に
敷
地

三
九
六
〇
〇
㎡
を
得
て
一
中
と
そ
の
覇
を
争
う
よ
う
に
。
し
か
し
、
時
勢
の
変
化

に
よ
り
学
校
の
経
営
が
悪
化
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
学
校
を
閉
鎖
。（『
広

島
県
大
百
科
事
典
』）

開
花
楼
【
明
治
31
・
9
・
17
】「（
神
田
明
神
）
境
内
に
有
名
な
る
料
理
屋
開
花
楼

あ
り
、
四
層
の
高
楼
に
し
て
楼
上
七
十
畳
許
り
の
大
広
間
、
格
天
井
に
彩
色
の
花

卉
を
画
き
、
一
望
市
街
の
大
半
を
眺
望
す
べ
し
、
其
絶
景
蓋
酒
肴
の
外
に
別
趣
を

添
え
て
、
集
会
懇
親
会
の
会
席
に
適
し
、
官
吏
及
書
生
の
宴
会
最
も
多
し
と
い

ふ
。」（『
案
内
記
春
』）

米
田
穣
【
明
治
31
・
9
・
18
】

山
本
庫
次
郎
【
明
治
31
・
9
・
18
】
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
） ―
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）　

松
江
市
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
松
江
中
学
入
学
（
同

期
に
若
槻
礼
次
郎
、
岸
清
一
ら
）、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
七
月
卒
業
（
同
時

期
の
卒
業
生
に
野
津
金
之
助
、
松
崎
故
一
郎
ら
）。
独
学
で
中
等
教
員
免
許
を
取

得
し
て
高
知
、
埼
玉
両
県
の
尋
常
中
学
教
員
を
歴
任
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま
で
三
〇
年
間
松
江
中
学
に
在
籍
し
て
数
学
を
教

え
、
生
徒
の
訓
育
に
つ
と
め
た
。（『
島
根
歴
史
』、『
北
高
』）

武
部
繁
之
助
、
杦
崎
友
一
郎
、
目
次
【
明
治
31
・
9
・
18
】

風
月
堂
【
明
治
31
・
9
・
19
】『
東
京
百
事
便
』（
一
八
九
〇
年
）
に
よ
る
と
、
風

月
堂
は
京
橋
南
伝
馬
町
（
本
店
）、
日
本
橋
米
沢
町
、
麻
布
飯
倉
、
神
田
淡
路
町

に
も
あ
る
が
、
島
田
三
郎
の
い
る
毎
日
新
聞
社
（
尾
張
町
一
丁
目
）
に
近
い
、
京

橋
区
南
鍋
町
二
丁
目
の
風
月
堂
だ
ろ
う
か
。「
西
洋
菓
子
の
店
な
れ
と
も
二
階
は

総
て
料
理
向
に
適
せ
る
搆
造
な
り
並
食
金
五
十
銭
中
食
金
七
十
五
銭
上
食
金
一
円

に
て
室
内
二
十
人
を
容
る
へ
し
其
他
一
品
売
価
金
八
銭
ソ
ツ
プ
（
ス
ー
プ
）
一
合

金
六
銭
に
し
て
何
れ
も
風
味
よ
ろ
し
」

島
田
三
郎
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
） ―
大
正
一
二
年

（
一
九
二
三
）　

東
京
都
。
明
治
・
大
正
時
代
の
改
進
党
系
の
政
治
家
、
演
説
家
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
第
一
回
総
選
挙
以
来
衆
議
院
議
員
連
続
当
選
。
明
治

二
七
年
（
一
八
九
四
）『
毎
日
新
聞
』
社
長
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
憲
政

党
の
結
成
、
つ
い
で
憲
政
本
党
創
立
に
参
加
し
た
が
、
同
年
一
二
月
、
脱
退
し
て

無
所
属
に
な
っ
た
。（『
近
現
代
』、
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』

角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）

江
原
素
六
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
） 

―
大
正

一
一
年
（
一
九
二
二
）　

東
京
都
。
明
治
・
大
正
時
代
の
政
治
家
、
教
育
家
。
明

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
東
洋
英
和
学
校
幹
事
、
の
ち
校
長
。
明
治
二
八
年

（
一
八
九
五
）
麻
布
中
学
校
設
立
。
そ
の
間
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
衆

議
院
議
員
に
当
選
、
以
後
当
選
七
回
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
高
等
教
育
会

議
議
員
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
東
京
市
教
育
会
会
長
。（『
近
現
代
』）

園
山
長
野
県
知
事
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
園
山
勇
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） 

―
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）　

松
江
市
。
藩
校
修
道
館
の
ち
江
戸
の
安
井
息
軒

に
漢
学
を
学
び
、
帰
郷
し
て
修
道
館
大
教
授
に
就
任
。
明
治
に
入
っ
て
板
垣
退

助
の
自
由
民
権
論
に
共
鳴
し
、
板
垣
の
下
で
高
知
県
は
じ
め
各
地
を
遊
説
。
明

治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
政
治
結
社
尚
志
社
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
山
陰

自
由
党
を
結
成
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に

島
根
県
会
議
員
に
当
選
。
伊
藤
内
閣
の
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
抜
擢
さ
れ

て
長
野
県
知
事
、
翌
年
宮
崎
県
知
事
を
歴
任
し
た
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

衆
議
院
議
員
に
当
選
、
以
後
五
期
在
任
（『
島
根
歴
史
』）。
な
お
、
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
）
九
月
八
日
の
暴
風
雨
で
長
野
県
は
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
た
め

（
九
月
一
七
日
調
査
で
死
者
一
一
八
名
、
負
傷
者
二
二
名
、
家
屋
の
流
失
・
破
損

七
九

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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三
二
三
八
戸
、
家
屋
浸
水
一
五
一
六
九
戸
な
ど
。〈「
官
報
」
明
治
三
一
年
九
月

一
九
日
〉）、
園
山
は
一
六
日
上
京
、
翌
一
七
日
内
務
大
臣
に
水
害
の
状
況
を
具
陳

し
て
い
る
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
31
・
9
・
10
、
18
）

聚
星
館
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】『
東
京
百
事
便
』
に
「
○
聚
星
館
（
芝
口
一

丁
目
三
番
地
金
子
為
七
）（
客
室
大
小
十
間
）
諸
県
の
紳
士
紳
商
の
客
又
各
県
知

事
等
も
車
を
抂
げ
ら
る
ゝ
多
し
此
家
は
西
洋
作
の
応
接
所
一
室
あ
り
て
客
の
随
意

に
外
来
人
に
対
話
す
る
に
供
す
又
投
宿
の
客
の
命
な
れ
ば
府
下
は
遠
近
を
問
は
ず

用
を
達
す
る
を
以
て
特
に
勉
強
の
一
端
と
な
せ
り
其
他
郵
船
会
社
汽
車
等
に
関
す

る
一
切
の
取
扱
を
な
す
（
宿
料
金
三
十
五
銭
よ
り
金
七
十
五
銭
）」
と
あ
り
。

梅
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
梅
謙
次
郎
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）

常
盤
楼
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
八
月
十
一
日
付

広
告
「
東
京
料
理
案
内
」
に
よ
る
と
、「
牛
鳥
御
料
理
」
と
し
て
、
浅
草
雷
門
、

浅
草
仲
見
世
、
神
田
小
川
町
、
浅
草
日
本
堤
、
日
本
橋
よ
し
町
、
浅
草
公
園
の
常

盤
楼
が
載
っ
て
い
る
。
渡
部
が
訪
れ
た
の
は
、
浜
町
（
現
中
央
区
日
本
橋
区
浜
町

一
〜
三
丁
目
）
に
近
い
日
本
橋
よ
し
町
（
現
中
央
区
日
本
橋
芳
町
二
丁
目
、
人
形

町
一
丁
目
）
の
常
盤
楼
だ
ろ
う
か
。（
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
編
纂
委
員
会
毎
日
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
出
版
部
編
『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
Ⅵ
明
治
31
年
／
明
治
35

年
』
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
八
五
年
）

冨
井
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】

薄
井
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
薄
井
佳
久
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
） ―
？　

東
京
都
。
大
蔵
省
（
出
納
局
、
印
刷
局
な
ど
）
を
経
て
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

日
本
銀
行
に
転
じ
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
二
月
二
四
日
―
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
二
月
二
一
日　

日
本
銀
行
理
事
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）、
当

時
の
総
裁
山
本
達
雄
に
抗
し
て
薄
井
を
は
じ
め
理
事
・
局
長
・
支
店
長
な
ど
幹

部
職
員
一
一
名
が
連
袂
辞
職
。
帝
国
商
業
銀
行
（
現
富
士
銀
行
）
専
務
取
締
役
、

満
韓
塩
業
株
式
会
社
社
長
、
商
業
倉
庫
株
式
会
社
社
長
、
明
治
製
糖
株
式
会

社
、
ス
マ
ト
ラ
興
業
株
式
会
社
の
各
取
締
役
を
務
め
た
。
ほ
か
に
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
四
月
日
本
火
災
保
険
取
締
役
、
経
理
面
を
引
き
受
け
て
い
た
。（
芳

賀
登
ほ
か
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
三
三
企
業
家
編
三
』
晧
星
社
・
二
〇
〇
〇

年
、
日
本
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
企
画
部
企
画
・
編
集
『
日
本
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
七
〇
年
史
』
一
九
六
四
年
、『
実
業
の
日
本
』
九
巻
二
〇
号
・

一
九
〇
六
年
九
月
、
日
本
銀
行
『
日
本
銀
行
沿
革
史　

第
十
巻
』
一
九
一
三
年

〈
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉、
日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
員
会

編
『
日
本
銀
行
百
年
史
第
二
巻
』
日
本
銀
行
、
一
九
八
三
年
、『
職
甲
』。
東
京
都

立
中
央
図
書
館
の
ご
教
示
に
よ
る
。）

高
木
豊
三
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
） ―
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）　

京
都
府
。
司
法
省
明
法
寮
で
フ
ラ
ン
ス
法
を
修
め
、
司
法
省
及
び

法
制
局
に
奉
職
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
判
事
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

在
官
の
ま
ま
ド
イ
ツ
に
留
学
、
帰
朝
後
福
島
地
方
裁
判
所
長
、
大
審
院
判
事
、
司

法
省
民
刑
局
長
を
経
て
司
法
次
官
。
そ
の
間
法
典
調
査
会
起
草
委
員
、
明
治
三
〇

年
（
一
八
九
七
）
官
を
辞
し
弁
護
士
と
な
る
。
法
曹
界
の
重
鎮
と
し
て
聞
こ
え
た
。

（『
平
』）

平
根
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
愛
知
銀
行
員
。
愛
知
銀
行  

明
治
二
九
年

（
一
八
九
六
）
第
十
一
国
立
銀
行
と
第
百
三
十
四
銀
行
の
両
行
を
吸
収
し
て
設
立
。

初
代
頭
取
岡
谷
惣
助
。
尾
張
徳
川
家
に
関
係
の
深
か
っ
た
有
力
者
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
、
士
族
銀
行
と
も
い
わ
れ
た
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
名
古
屋
、
伊

藤
銀
行
と
合
併
、
東
海
銀
行
に
。
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
。（
中
日
新
聞
社
開
発
局

編
『
愛
知
百
科
事
典
』
中
日
新
聞
本
社
、
一
九
七
六
年
、「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」

https://w
w
w
.bk.m

ufg.jp/index.htm
l

）

岸
清
一
【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
） 

―
昭
和
八
年

八
〇

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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（
一
九
三
三
）　

松
江
市
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
松
江
中
学
入
学
（
同
期
に

若
槻
礼
次
郎
、
山
本
庫
次
郎
、
後
藤
蔵
四
郎
）。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
卒
業
、

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
東
京
帝
国
大
学
法
科
卒
業
、
翌
年
弁
護
士
に
。
明
治

三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
一
念
発
起
し
て
法
律
の
勉
強
の
た
め
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
に
留
学
。
帰
国
後
は
依
頼
が
殺
到
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
渡
部
寛
一
郎
日

記
に
は
、
こ
の
と
き
の
岸
の
洋
行
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
（【
明
治
30
・
2
・

14
、
3
・
6
】）。
一
方
、
嘉
納
治
五
郎
に
次
い
で
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
大

日
本
体
育
協
会
第
二
代
会
長
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
二
人
目
の
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
。
選
手
団
を
率
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
な
ど
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
誘
致
に
情
熱
を
傾
け
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
日
本
、
島
根

県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
。（『
島
根
歴
史
』、『
近
現
代
』）

錦
暉
館
【
明
治
31
・
9
・
22
】
現
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
に
あ
っ
た
貸
席
・

集
会
場
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
一
〇
月
開
場
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

三
月
の
ヴ
ァ
イ
タ
ス
コ
ー
プ
上
映
に
始
ま
る
活
動
写
真
の
興
行
で
知
ら
れ
る
。
明

治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
か
ら
は
館
内
に
活
動
写
真
部
が
設
置
さ
れ
た
。
ま

た
、
赤
旗
事
件
の
舞
台
と
し
て
も
名
高
い
（『
東
京
文
学
』）。「
都
下
屈
指
の
貸
席

に
し
て
、
建
築
の
広
大
な
る
他
に
其
比
を
見
ず
、
優
に
千
人
を
入
る
に
足
る
、
さ

れ
ば
大
演
説
会
、
大
懇
親
会
、
大
演
芸
会
等
を
開
く
に
最
も
適
せ
り
、
該
館
は
又

貸
席
の
外
に
即
席
料
理
を
も
兼
ね
た
り
、
及
錦
亭
と
看
板
か
ヽ
げ
た
る
は
こ
れ
な

り
。」（『
案
内
記
春
』）

嘉
納
高
等
師
範
学
校
長
【
明
治
31
・
9
・
22
】
嘉
納
治
五
郎
。
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
） 

―
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）　

兵
庫
県
。
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
） 〜
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
東
京
高
等
師
範
学
校
長
、
文
部
省
普
通

学
務
局
長
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
亦
楽
書
院
（
の
ち

弘
文
学
院
）
創
立
。
一
方
、
柔
術
に
新
し
い
体
育
的
・
精
神
的
・
技
術
的
工
夫
を

加
え
柔
道
と
称
し
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
講
道
館
を
開
き
こ
れ
を
指
導
し

た
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
招
致
に
奔
走
、
東
京
開
催
権
獲
得
、
冬
期
競
技

場
の
札
幌
招
致
に
成
功
し
た
。（『
近
現
代
』、
柔
道
大
事
典
編
集
委
員
会
『
柔
道

大
事
典
』
ア
テ
ネ
書
房
、
一
九
九
九
年
）

学
制
研
究
会
【
明
治
31
・
9
・
22
】

帝
国
教
育
会
【
明
治
31
・
9
・
22
】
教
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
日
本
最
初
の

全
国
的
教
育
団
体
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
代
の
初
め
東
京
府
下
の
教
員

有
志
が
組
織
し
た
東
京
教
育
会
や
東
京
教
育
協
会
が
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

に
合
体
し
て
東
京
教
育
学
会
（
の
ち
東
京
府
教
育
談
会
）
を
組
織
、
翌
一
六
年

（
一
八
八
三
）
九
月
九
日
、
こ
れ
に
府
県
学
務
課
長
や
師
範
学
校
長
か
ら
成
る
文

部
省
主
催
の
学
事
諮
問
会
が
合
流
し
て
結
成
さ
れ
た
。
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

一
二
月
二
五
日
国
家
教
育
社
と
合
併
、
帝
国
教
育
会
と
改
称
。
の
ち
大
日
本
教
育

会
（
昭
和
一
九
年
〈
一
九
四
四
〉）、
日
本
教
育
会
（
昭
和
二
一
年
〈
一
九
四
六
〉）

と
な
り
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
八
月
解
散
。（『
国
史
』）

西
山
【
明
治
31
・
9
・
23
】

青
年
会
館
【
明
治
31
・
9
・
23
】
神
田
美
土
代
町
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

五
月
五
日
開
館
。
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
館
。
二
〇
〇
三
年
本
部
会
館
は
取
り

壊
さ
れ
た
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
アhttps://ja.w

ikipedia.org/w
iki/

東
京
キ
リ

ス
ト
教
青
年
会
会
館
）「
東
京
基
督
教
青
年
会
館
あ
り
、
該
協
会
は
基
督
教
青
年

会
の
建
立
に
か
ヽ
り
、
毎
日
曜
日
道
徳
上
の
講
話
あ
り
て
、
衆
人
の
傍
聴
を
許
し
、

書
籍
新
聞
縦
覧
所
の
設
あ
り
て
、
随
意
に
人
の
見
る
に
ま
か
せ
、
且
つ
其
大
講
堂

を
開
い
て
、
諸
会
社
銀
行
等
の
総
会
に
貸
与
す
る
こ
と
あ
り
、
猶
館
内
に
は
青
年

会
夜
学
校
あ
り
、
本
科
撰
科
の
二
科
に
分
ち
て
実
用
英
語
を
教
授
す
る
所
と
す
」

（『
案
内
記
春
』）

青
柳
亭
【
明
治
31
・
9
・
23
】『
東
京
百
事
便
』（
一
八
九
〇
）
に
あ
る
「
青
柳
」

八
一

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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か
。「
集
会
貸
席　

青
柳　

外
神
田
福
田
屋
の
東
隣
に
あ
り
て
万
事
福
田
屋
と
伯

仲
す
」

修
道
館
同
窓
会
【
明
治
31
・
9
・
23
】『
山
陰
新
聞
』（
明
治
31
・
9
・
28
）
に
よ

る
と
、
東
京
外
神
田
青
柳
亭
に
て
午
後
二
時
〜
七
時
ま
で
開
催
。
幹
事
曽
田
忠

太
。
上
京
中
の
渡
部
寛
一
郎
の
た
め
に
懇
話
会
を
開
く
。
参
加
者
は
ほ
か
に
上
代

謙
造
、
山
本
邦
之
助
、
高
橋
慶
太
郎
、
高
橋
龍
雄
、
水
谷
京
四
郎
ら
。
和
気
藹
々

快
を
尽
く
し
て
退
散
し
た
と
い
う
。

山
本
邦
【
明
治
31
・
9
・
23
】
山
本
邦
之
助
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）、

帝
国
教
育
会
【
明
治
31
・
9
・
24
】
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
22
】）

加
藤
弘
之
【
明
治
31
・
9
・
24
】
天
保
七
年
（
一
八
三
六
） 

―
大
正
五

（
一
九
一
六
）　

兵
庫
県
。
明
治
の
政
治
学
者
、
初
代
の
東
京
大
学
綜
理
。
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
よ
り
東
京
開
成
学
校
綜
理
・
東
京
大
学
法
学
部
・
理
学

部
・
文
学
部
綜
理
、
同
大
学
綜
理
、
総
長
を
歴
任
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

名
誉
教
授
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
東
京
学
士
会
院
会
員
、
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
元
老
院
議
官
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
貴
族
院
議
員
、
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
）
宮
中
顧
問
官
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
男
爵
、
明
治

三
八
年
（
一
九
〇
五
）
法
学
博
士
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
帝
国
学
士
院
長
、

枢
密
顧
問
官
。
こ
の
ほ
か
高
等
教
育
会
議
長
、
教
科
書
調
査
委
員
会
長
な
ど
を
つ

と
め
た
。
著
書
多
数
。（『
国
史
』）

音
楽
学
校
【
明
治
31
・
9
・
25
】
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
。
現
東
京
芸

術
大
学
音
楽
学
部
。『
東
京
遊
学
案
内
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

一
二
月
段
階
で
、
主
事
上
原
六
四
郎
以
下
二
〇
名
の
教
授
助
教
授
、
生
徒
七
六
名
。

音
楽
教
員
お
よ
び
音
楽
師
の
養
成
に
従
事
。
教
科
を
大
別
し
て
予
科
（
一
年
）・

本
科
、
さ
ら
に
本
科
を
小
別
し
て
師
範
部
（
二
年
）・
専
修
部
（
三
年
）
の
二
部
。

入
学
は
九
月
。
授
業
料
一
ヵ
月
金
一
円
。
研
究
科
、
選
科
、
小
学
唱
歌
講
習
科
あ

り
。
修
業
一
〇
ヵ
月
間
。（『
遊
学
』『
国
史
』）

数
学
院
【
明
治
31
・
9
・
25
】
東
京
数
学
院
。
現
東
京
高
等
学
校
。『
東
京
遊
学

案
内
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
二
月
段
階
で
、
神
田
猿
楽
町

二
番
地
。
校
長
上
野
清
。
教
員
二
四
名
。
生
徒
八
〇
〇
名
。
主
に
数
学
を
教
授
す

る
ほ
か
、
英
語
、
漢
学
等
を
教
授
。
専
門
学
部
（
数
学
部
、
英
学
部
、
漢
学
部
）、

尋
常
中
学
部
、
陸
海
軍
受
験
科
、
選
修
科
。
修
業
期
限
は
、
数
学
は
一
学
期
約
四
ヵ

月
、
別
科
、
普
通
科
（
前
期
後
期
）、
本
科
（
一
級
〜
四
級
）
の
七
学
期
間
。
学
費

は
、
束
修
金
一
円
、
月
謝
各
部
金
七
〇
銭
〜
一
円
三
〇
銭
、
校
費
一
〇
銭
。

上
野
清
【
明
治
31
・
9
・
25
】
安
政
元
年
（
一
八
五
四
） 

―
大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
）　

東
京
都
。
幼
時
漢
学
を
昌
平
黌
に
、
数
学
を
長
兄
継
光
に
学
ぶ
。

福
田
理
軒
に
も
学
ぶ
が
長
ず
る
に
及
び
殆
ど
自
修
的
に
数
理
を
攻
究
し
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
上
野
塾
を
開
い
て
子
弟
を
導
く
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
東
京

数
学
院
を
創
立
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
仙
台
に
東
北
中
学
校
を
興
す
。
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
東
京
実
業
学
校
を
新
設
。（『
平
』）

開
花
楼
【
明
治
31
・
9
・
25
】
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
17
】）、
尾
崎
大
臣
【
明

治
31
・
9
・
26
】
尾
崎
行
雄
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
15
】）

松
平
母
里
公
【
明
治
31
・
9
・
26
】
松
平
直
哉
（
な
お
ち
か
、
な
お
と
し
）
か
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） ―
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）　

母
里
藩
主
松
平
直
温
の

子
。
元
治
元
年(

一
八
六
四
）
長
州
藩
追
討
の
命
を
受
け
、
母
里
藩
分
封
以
来
初

め
て
帰
藩
、
入
国
し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
母
里
県
知
事
を
免
じ
ら
れ
東

京
に
移
住
。
の
ち
子
爵
。
貴
族
院
議
員
。（『
島
根
歴
史
』、
新
人
物
往
来
社
編
『
幕

末
維
新
最
後
の
藩
主
二
八
五
人
』
二
〇
〇
九
年
、「
官
報
」
明
治
33
・
1
・
6
、

『
山
陰
新
聞
』
明
治
33
・
1
・
9
、
10
）

伯
爵
邸
【
明
治
31
・
9
・
26
】
松
平
直
亮
邸
。【
明
治
31
・
9
・
28
】
参
照
。

松
平
広
瀬
公
【
明
治
31
・
9
・
27
】
松
平
直
平
か
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
） ―

八
二

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）。
松
江
藩
主
松
平
定
安
の
子
。
伯
爵
松
平
直
亮
弟
。

幼
名
篤
郎
。
広
瀬
藩
主
松
平
直
己
の
養
子
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
学
習
院

入
学
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
卒
業
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
直
平
に

改
名
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
子
爵
。
下
谷
区
根
岸
町
に
根
岸
製
作
所

（
錫
紙
製
造
業
）
を
設
け
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
農
商
務
・
大
蔵
省
の
嘱
託

を
受
け
ア
メ
リ
カ
へ
錫
紙
製
造
業
視
察
、
事
業
盛
況
を
見
る
。
日
本
畜
産
株
式
会

社
、
八
千
代
生
命
保
険
各
取
締
役
、
仁
壽
生
命
保
険
商
議
員
、
東
洋
拓
殖
株
式
会

社
監
事
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
七
月
貴
族
院
議
員
。
東
京
市
牛
込
区
市
ヶ

谷
加
賀
町
二

－

二
一
。（『
明
治
人
名
辞
典
Ⅱ
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八

年
〈
底
本
：
日
本
現
今
人
名
辞
典
発
行
所
編
『
日
本
現
今
人
名
辞
典
』
一
九
〇
〇

年
〉、『
大
正
人
名
辞
典
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
〈
底
本
：
五
十
嵐

栄
吉
編
・
発
行
『
大
正
人
名
辞
典
』
第
四
版
、
東
洋
新
報
社
、
一
九
一
八
年
〉、

『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』
二
〇
〇
一
年
）

梅
【
明
治
31
・
9
・
27
】
梅
謙
次
郎
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）

増
上
寺
【
明
治
31
・
9
・
27
】
三
縁
山
増
上
寺
。
関
東
浄
土
宗
の
総
本
山
。
徳
川

家
の
菩
提
所
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
本
堂
が
現
在
地
に
建
て
ら
れ
る
。
本
堂

は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
廃
仏
毀
釈
運
動
で
放
火
に
あ
い
荒
廃
し
て
い
た
が
、

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
再
建
。
朱
塗
り
入
母
屋
造
り
の
山
門
、
徳
川
氏
代
々

の
霊
廟
が
本
堂
の
北
と
南
に
あ
り
、
永
井
荷
風
の
作
品
に
登
場
し
て
い
る
。（『
東

京
文
学
』）

松
田
楼
【
明
治
31
・
9
・
27
】『
東
京
百
事
便
』（
一
八
九
〇
年
）
に
あ
る
飲
食
店

か
。「
日
本
料
理
（
京
橋
区
部
）
○
松
田　

銀
坐
一
丁
目
に
あ
り
雑
食
店
の
王
に
し

て
其
繁
盛
実
に
驚
く
可
き
程
な
り
且
煉
瓦
屋
の
搆
造
広
大
に
し
て
頗
る
且
廉
価
な

れ
ば
地
方
人
な
ぞ
の
出
京
す
る
者
は
必
ず
先
づ
此
家
に
飲
む
を
例
と
せ
る
程
な
り

且
顔
洗
場
及
厠
の
清
潔
な
る
如
き
は
最
も
主
人
の
得
意
と
す
る
も
の
ヽ
如
し
」

大
谷
父
子
【
明
治
31
・
9
・
27
】

松
平
邸
【
明
治
31
・
9
・
28
】
松
平
直
亮
（
な
お
あ
き
）
か
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
） ―
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）。
松
江
藩
主
松
平
定
安
の
子
。
直
平

の
兄
。
幼
名
陽
之
進
又
は
優
之
丞
。
は
じ
め
大
阪
の
豪
商
大
盾
五
兵
衛
養
子
と

な
っ
た
が
復
籍
し
て
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
家
督
を
相
続
、
直
亮
に
改
名
。

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
学
習
院
入
学
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
年
二

月
退
学
し
、
以
後
政
治
学
、
漢
学
、
英
語
な
ど
を
各
分
野
の
師
に
つ
い
て
学
ぶ

（
明
治
二
〇
年
〈
一
八
八
七
〉
よ
り
西
村
茂
樹
に
つ
き
哲
学
・
道
徳
学
を
学
ぶ
）。

同
年
七
月
伯
爵
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
出
雲
育
英
会
会
頭
、
明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
日
本
弘
道
会
副
会
長
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
貴
族
院
議
員
。

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
日
本
弘
道
会
会
長
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
北
海
道

で
一
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
に
着
手
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
北
海
道

開
拓
の
全
農
地
を
分
譲
し
て
自
作
農
を
創
設
す
る
。
夫
人
充
子
は
公
爵
島
津
忠
重

姉
。
東
京
市
四
谷
区
元

橋
五
八
。（『
島
根
歴
史
』、『
伊
藤
島
根
』、
西
邑
木
一

『
華
族
大
観
』
史
籍
出
版
、
一
九
八
一
年
、『
明
治
人
名
辞
典
Ⅱ
』、『
講
談
社
日
本

人
名
大
辞
典
』）

山
口
【
明
治
31
・
9
・
28
】
山
口
亮
か
。
松
平
直
亮
家
家
扶
。（
神
田
中
学
校
友

会
編
『
皇
室
之
藩
屏
』
皇
室
藩
屏
社
、
一
九
〇
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
安
井
泉
【
明
治
31
・
9
・
28
】
松
平
直
亮
家
家
扶
。（『
皇

室
之
藩
屏
』）

常
磐
亭
【
明
治
31
・
9
・
28
】「
洽
集
館
を
出
で
ヽ
向
側
に
常
磐
亭
の
牛
肉
店
あ

り
、
浅
草
雷
門
前
な
る
常
磐
亭
の
第
三
支
店
、
庭
広
く
家
造
り
の
奇
麗
な
る
は
第

二
支
店
（
日
本
堤
）
に
次
ぐ
、
階
上
階
下
各
小
さ
き
室
に
分
た
れ
、
甲
客
乙
客
雑

居
な
ら
ぬ
は
あ
り
ふ
れ
た
る
牛
肉
店
と
異
な
り
、
先
づ
は
高
等
な
る
牛
肉
店
と
も

云
ふ
へ
き
か
、（
略
）
顧
客
日
夜
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
、
従
つ
て
雇
男
女
忙
し
く
立

八
三

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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働
き
て
「
い
ら
ツ
し
や
い
」「
御
帰
ん
な
さ
い
」「
御
粗
末
さ
ま
」
の
声
か
ま
び
す

し
」（『
案
内
記
春
』）

岸
清
一
【
明
治
31
・
9
・
29
】
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】）

商
船
学
校
【
明
治
31
・
9
・
29
】
現
東
京
海
洋
大
学
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

私
立
三
菱
商
船
学
校
設
立
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
官
立
と
な
り
、
東

京
商
船
学
校
と
改
称
。（「
東
京
海
洋
大
学
」https://w

w
w
.kaiyodai.ac.jp

）

『
東
京
遊
学
案
内
』
に
よ
る
と
、
逓
信
省
の
管
理
に
属
す
。
京
橋
区
霊
岸
島
銀
町

二
丁
目
。
校
長
心
得
平
山
藤
次
郎
。
教
員
二
四
名
。
生
徒
二
六
〇
名
。
航
海
、
機

関
に
関
す
る
学
術
技
芸
を
教
授
し
、
高
等
の
船
舶
職
員
を
養
成
。
生
徒
は
在
学
中

並
に
卒
業
後
と
も
海
軍
士
官
の
予
備
員
に
し
て
、
一
定
の
規
則
に
よ
り
服
役
す
る

も
の
と
す
。
教
科
は
、
航
海
科
（
五
年
五
ヶ
月
）、
機
関
科
（
五
年
）。
入
学
の
期

は
毎
年
二
月
。
生
徒
は
年
齢
一
五
年
以
上
二
一
年
以
下
に
し
て
、
体
格
検
査
、
学

科
試
験
あ
り
。
学
生
は
退
学
を
許
さ
ず
。
生
徒
の
経
費
は
自
費
貸
費
問
わ
ず
一
ヶ

月
金
八
円
。
大
阪
及
び
函
館
に
商
船
学
校
分
校
を
置
き
、
簡
易
科
、
別
科
あ
り
。

本
校
及
び
分
校
と
も
自
費
貸
費
に
限
ら
ず
試
験
料
、
授
業
料
、
校
費
を
徴
収
せ
ず
。

野
津
金
之
助
【
明
治
31
・
9
・
29
】
新
堀
町
東
洋
汽
船
会
社
。
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
七
月
松
江
中
学
高
等
科
卒
業
。
同
時
期
の
卒
業
生
に
山
本
庫
次
郎
、

初
等
科
松
崎
故
一
郎
ら
。（『
北
高
』）

東
洋
汽
船
会
社
【
明
治
31
・
9
・
29
】
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
、
外
国

航
路
進
出
を
図
る
浅
野
総
一
郎
が
浅
野
回
漕
店
を
母
体
に
設
立
。
日
本
郵
船
、
大

阪
商
船
に
次
ぐ
第
三
の
社
船
企
業
と
し
て
地
歩
を
固
め
て
い
く
が
、
第
一
世
界
大

戦
後
、
資
金
繰
が
悪
化
、
さ
ら
に
安
田
善
四
郎
の
死
に
よ
り
安
田
財
閥
と
の
関
係

が
弱
ま
り
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
日
本
郵
船
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
線
な

ど
の
航
路
権
と
汽
船
八
隻
を
譲
渡
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
日
本
油
漕
船
会

社
に
合
併
さ
れ
た
。（『
国
史
』）

柴
田
、
板
持
【
明
治
31
・
9
・
29
】、
高
木
豊
三
【
明
治
31
・
9
・
30
】
前
出

（【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】）、
清
水
、
木
村
、
大
谷
【
明
治
31
・
9
・
30
】、
薄

井
【
明
治
31
・
9
・
30
】
薄
井
佳
久
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
19
〜
21
】）、
数

学
院
【
明
治
31
・
9
・
30
】
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
25
】）、
上
野
清
【
明
治

31
・
9
・
30
】
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
25
】）

西
村
茂
樹
【
明
治
31
・
9
・
30
】
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
） ―
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）　

佐
倉
藩
士
、
明
治
時
代
の
文
部
官
僚
、
道
徳
思
想
家
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
文
部
省
に
出
仕
。
同
年
明
六
社
を
組
織
。
政
府
の
欧
化
傾
向
が
は
っ

き
り
し
て
く
る
に
従
い
国
民
道
徳
の
回
復
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
東
京
修
身
学
社
を
創
設
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
日
本
講
道
会
、

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
日
本
弘
道
会
に
改
称
。
明
治
二
二
年
か
ら
三
三
年
ま

で
盛
ん
に
地
方
講
演
旅
行
に
出
、「
人
心
を
正
し
、
風
俗
を
善
く
」
す
る
道
徳
運

動
を
拡
げ
る
こ
と
に
つ
と
め
る
（『
近
現
代
』）。
な
お
、
公
刊
し
て
い
る
西
村
の

日
記
で
は
、
九
月
三
〇
日
の
記
述
を
欠
く
。（
日
本
弘
道
会
『
増
補
改
訂
西
村
茂

樹
全
集　

第
九
巻　

訳
述
書
五　

日
記
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

目
次
、
杦
原
【
明
治
31
・
9
・
30
】、
松
平
家
【
明
治
31
・
10
・
1
】
松
平
直
亮
。

前
出
（【
明
治
31
・
9
・
28
】）

文
部
省
次
官
【
明
治
31
・
10
・
1
】
柏
田
盛
文
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
） ―
明

治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）　

鹿
児
島
県
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
慶
應
義
塾
卒
。

鹿
児
島
県
川
内
七
ヶ
郷
学
区
取
締
と
な
り
、
後
県
会
議
員
議
長
な
ど
。
明
治
二
〇

年
（
一
八
八
七
）
四
月
第
四
高
等
中
学
校
長
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
鹿

児
島
県
第
四
区
よ
り
撰
ば
れ
て
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
当
選
四
回
（
国
民
協
会
）。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
四
月
か
ら
千
葉
県
知
事
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

七
月
五
日
〜
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
七
日
文
部
次
官
、
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
四
月
か
ら
茨
城
県
知
事
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
〜
明
治

八
四

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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三
六
年
（
一
九
〇
三
）
二
月
新
潟
県
知
事
。（
戦
前
期
官
僚
制
度
研
究
会
・
秦
郁

彦
編
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』（
財
）
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
一
年
、『
明
治
人
名
辞
典
Ⅱ
』、
上
田
正
昭
ほ
か
監
修
『
講
談
社
日
本
人
名

大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
歴
代
知
事
編
纂
会
編
集
・
発
行
『
日
本
知
事

人
名
事
典
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）

片
山　

片
山
吉
則
か
、
木
村　

木
村
峰
之
助
か
。【
明
治
31
・
10
・
1
】

松
本
楼
【
明
治
31
・
10
・
1
】『
東
京
百
事
便
』（
一
八
九
〇
年
）
に
あ
る
店
か
。

「
日
本
料
理　

京
橋
区　

○
松
本
楼　

尾
張
町
印
刻
会
社
の
横
町
に
あ
り
即
席
料

理
に
し
て
「
鯉
こ
く
」
と
「
浜
河
丼
」
の
名
代
な
り
座
敷
は
凡
て
七
間
あ
り
」

梅
氏
【
明
治
31
・
10
・
1
】
梅
謙
次
郎
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）、
柴
田
、

板
持
、
杦
崎
、
渡
部
林
、
市
川
、
野
津
【
明
治
31
・
10
・
1
】　

柴
田
、
板
持
【
明

治
31
・
10
・
2
】

泉
岳
寺
【
明
治
31
・
10
・
2
】
万
松
山
泉
岳
寺
。
曹
洞
宗
。
寛
永
一
八
年

（
一
六
四
一
）
外
桜
田
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
二

月
に
切
腹
し
た
赤
穂
四
七
士
の
菩
提
寺
と
し
て
名
高
い
。
本
堂
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
五
月
の
空
襲
で
焼
け
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
。（『
東
京
文
学
』）

善
継
【
明
治
31
・
10
・
3
、
4
、
明
治
丗
二
年
四
月
調
】
渡
部
善
継
。
渡
部
寛

一
郎
の
弟
。
幼
名
源
次
郎
。
松
江
藩
士
、
小
学
校
教
員
、
島
根
県
吏
（
明
治
一
六

年
〜
明
治
一
七
年　

衛
生
課
）、
出
雲
・
楯
縫
・
神
門
郡
（
明
治
一
四
年
〜
明
治

一
六
年　

郡
書
記
）、
島
根
・
秋
鹿
・
意
宇
郡
（
明
治
一
七
年
〜
明
治
二
三
年　

郡
書
記
）
郡
吏
を
歴
任
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
わ
け
あ
っ
て
辞
職
。
大

阪
で
民
間
業
務
に
従
事
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
二
日
病
没
。
享
年

四
六
。（
松
江
市
寺
町
称
名
寺
墓
碑
、
要
木
純
一
翻
刻
。（　

）
内
は
『
島
根
県
職

員
録
』『
職
乙
』
で
確
認
で
き
た
年
。）
大
坂
市
西
区
九
条
二
番
道
路
二
丁
め
橋
東

北
入
ル
。

諏
訪
善
子
【
明
治
31
・
10
・
4
】

川
口
フ
ー
ル
女
学
校
【
明
治
31
・
10
・
4
】
プ
ー
ル
学
院
。
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）
六
月
大
阪
川
口
居
留
地
四
番
に
、
女
性
宣
教
師
ミ
ス
・
メ
ア
リ
ー
・

Ｊ
・
オ
ス
ク
ラ
ド
が
『
永
生
女
学
校
』
を
開
設
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

一
二
月
、
Ａ
・
Ｗ
・
プ
ー
ル
監
督
が
、
在
日
本
Ｃ
Ｍ
Ｓ
初
代
監
督
と
し
て
来
日
、

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
Ａ
・
Ｗ
・
プ
ー
ル
主
教
を
記
念
し
『
普
溜
女
学
校
』

と
改
名
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
文
部
省
に
よ
り
プ
ー
ル
高
等
女
学
校
の

設
置
認
可
。
プ
ー
ル
女
学
校
を
廃
校
と
す
る
。
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月

校
名
を
『
プ
ー
ル
学
院
』
と
変
更
、『
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
』
設
置
。
翌
年
四
月

『
プ
ー
ル
学
院
高
等
学
校
』
設
置
。
そ
の
後
短
期
大
学
、
大
学
国
際
文
化
学
部
（
男

女
共
学
）、
大
学
院
開
学
、
現
在
に
至
る
。（「
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
」

（http://w
w
w
.poole.ed.jp/

）
現
在
は
大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
）

内
田
愼
【
明
治
31
・
10
・
4
】
島
根
県
職
員
、
大
原
郡
職
員
か
。『
島
根
県
職
員

録
』『
職
員
録
（
乙
）』
に
よ
る
と
、
島
根
県
士
族
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）

年
〜
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）（
島
根
県
）
庶
務
課
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

〜
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）（
島
根
県
）
衛
生
課
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
） 、

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
島
根
県
第
二
部
に
名
前
が
確
認
で
き
、
明
治
二
一
年

は
尋
常
師
範
学
校
書
記
も
兼
務
し
て
お
り
、
こ
の
年
渡
部
寛
一
郎
は
尋
常
師
範
学

校
助
教
諭
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
） 〜
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
は
仁
多
大

原
郡
役
所
の
書
記
と
し
て
内
田
愼
の
名
前
が
見
え
る
。

山
崎
、
段
塚
【
明
治
31
・
10
・
4
】、
関
根
【
明
治
31
・
10
・
5
】

和
田
崎
【
明
治
31
・
10
・
5
】
神
戸
市
に
あ
る
岬
。
神
戸
港
の
中
央
部
西
寄
り
に

港
を
抱
く
よ
う
に
南
西
か
ら
突
出
す
る
。
岬
の
東
側
は
大
輪
田
泊
と
称
し
た
奈
良

期
以
来
有
名
な
兵
庫
の
津
。
幕
末
に
は
和
田
岬
砲
台
、
明
治
に
は
灯
台
も
完
成
し

た
。
和
楽
園
・
内
国
勧
業
博
覧
会
会
場
。
現
在
は
造
船
所
の
構
内
と
な
り
、
旧
観

八
五

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
た
。（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
『
角
川
日

本
地
名
大
辞
典
28
兵
庫
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）

水
族
館
並
和
楽
園
【
明
治
31
・
10
・
5
】
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
付
属
の
施
設
と
し
て
、
和
田
岬
の
遊
園
地
「
和
楽
園
」
に
「
和

田
岬
水
族
放
養
場
」
が
開
設
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
第
二
回
水
産
博
覧

会
が
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
際
、
神
戸
市
は
「
和
田
岬
水
族
放
養
場
」
を
充
実
さ

せ
、
本
格
的
な
水
族
館
を
開
設
。
日
本
最
初
の
水
族
館
と
言
わ
れ
て
い
る
。
博
覧

会
終
了
後
、
湊
川
神
社
の
境
内
に
移
築
再
建
さ
れ
、「
楠
公
さ
ん
の
水
族
館
」
と

し
て
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
か
ら
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
閉
館
ま
で
約
八

年
間
、
市
民
に
親
し
ま
れ
た
。
な
お
、
渡
部
が
訪
れ
た
段
階
の
水
族
館
の
状
況
は

調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。（
神
戸
市
役
所
「
神

戸
を
知
る　

神
戸
の
水
族
館
」http://w

w
w
.city.kobe.lg.jp/inform

ation/
institution/institution/library/furusato/suizokukan.htm

l

）、
鈴
木
克

美
『
水
族
館
へ
の
招
待
』
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
一
二
、
丸
善
株
式
会
社
、

一
九
九
四
年
）

山
本
邦
【
明
治
31
・
10
・
5
】
山
本
邦
之
助
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）、　

山
崎
、
段
塚
【
明
治
31
・
10
・
6
】

須
磨
寺
【
明
治
31
・
10
・
6
】
神
戸
市
須
磨
区
に
あ
る
真
言
宗
須
磨
寺
派
の
本

山
。
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
聞
鏡
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
源
頼
政
が
再
興
。
大
永

六
年
（
一
五
二
六
）
寺
宝
の
平
敦
盛
の
御
影
と
笛
を
神
呪
寺
で
開
帳
・
勧
進
し
て

好
評
を
博
し
、
須
磨
浦
に
敦
盛
塚
を
建
て
た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
頃
に

は
須
磨
寺
境
内
に
桜
一
〇
〇
〇
本
を
植
え
て
新
吉
野
と
称
さ
れ
た
。（『
角
川
新
版

日
本
史
辞
典
』、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
28
兵
庫
県
』）

衝
濤
館
【
明
治
31
・
10
・
6
】『
旅
館
要
録
』（
東
京
人
事
興
信
所
調
査
、
増
補
改

訂
七
版
四
四
年
度
後
期
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
「
開

業
明
治
二
十
二
年
和
風
二
階
建
客
間
十
四　

＊
Ａ　

衝
濤
館　

館
主　

葛
西
太

助
」
と
あ
り
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
が
催
し
た
連
続
講
演
会
の
た
め
夏
目
漱
石
が
明

治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
一
二
日
に
宿
泊
し
た
宿
と
し
て
知
ら
れ
、
漱
石
の

日
記
お
よ
び
内
田
百
閒
「
明
石
の
漱
石
先
生
」
に
は
、
漱
石
が
「
二
階
の
、
鉤
の

手
に
な
つ
た
、
縁
続
き
の
海
に
臨
ん
だ
部
屋
」
で
市
長
ら
に
応
対
、
宿
近
く
に
海

が
あ
り
、
宿
泊
客
が
泳
い
だ
り
芸
者
と
ボ
ー
ト
遊
び
を
し
て
い
る
こ
と
、
遠
く
淡

路
の
燈
台
な
ど
が
見
え
る
こ
と
、
西
洋
人
の
客
が
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
内
田
は
中
学
五
年
生
の
夏
、
宿
賃
が
高
か
っ
た
た
め
衝
濤
館
に
泊
ま

る
こ
と
を
断
念
し
た
と
い
う
。（
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
兵
庫
近
代
文
学
事

典
編
集
委
員
会
編
『
兵
庫
近
代
文
学
事
典
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
一
年
、『
定
本

漱
石
全
集
』
第
二
十
巻
・
別
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

人
丸
神
社
【
明
治
31
・
10
・
6
】
柿
本
神
社
（
通
称
人
丸
さ
ん
）。
仁
和
三
年

（
八
八
七
）
現
在
の
赤
松
山
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
楊
柳
寺
の
僧
覚
証
が
柿
本
人

麻
呂
の
霊
を
感
得
、
境
内
に
小
祠
を
た
て
た
の
が
起
こ
り
と
伝
え
る
。
元
和
四
年

（
一
六
一
八
）
明
石
新
城
築
城
の
際
、
現
在
地
に
移
し
、
社
殿
を
新
築
。
境
内
に

は
松
平
信
之
が
建
て
た
人
麻
呂
顕
彰
碑
が
あ
る
。（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
28
兵

庫
県
』）

明
石
旧
城
址
【
明
治
31
・
10
・
6
】
江
戸
期
の
城
郭
。
明
石
市
明
石
公
園
に
所

在
。
大
坂
の
陣
で
戦
功
の
あ
っ
た
小
笠
原
忠
真
が
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
に
命

ぜ
ら
れ
て
築
城
。
明
治
維
新
後
城
地
は
学
校
や
公
園
と
な
っ
た
が
、
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
）
明
石
離
宮
建
設
用
地
と
し
て
宮
内
省
の
所
轄
と
な
り
、
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
県
に
払
い
下
げ
ら
れ
県
立
明
石
公
園
と
な
っ
た
。
城
郭
中
心
部

の
石
垣
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
と
ど
め
て
い
る
。（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
28
兵
庫

県
』）

関
根
、
中
村
、
花
月
亭
【
明
治
31
・
10
・
6
】、
杦
原
【
丗
三
年
頃
県
外
礼
状
】、

八
六

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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梅
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
梅
謙
次
郎
。
前
出
（【
明
治
31
・
9
・
13
】）、
木
村
、

片
山
、
早
乙
女
、
清
水
、
目
次
、
杦
崎
友
、
柴
田
柴　

柴
田
柴
一
郎
、
池
田
守
吉

【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】、
西
村
先
生
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
西
村
茂
樹
。
前
出

（【
明
治
31
・
9
・
30
】）

井
上
先
生
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
小
石
川
表
町
一
〇
九
。
井
上
哲
次
郎
か
。
明

治
三
〇
年
の
日
記
（「
翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
１
」『
山
陰
研
究
10
』）
に
「
小
石

川
牛
込
表
一
〇
九　

井
上
哲
次
郞
」
と
あ
り
。
渡
部
は
県
か
ら
師
範
学
科
取
調
員

と
し
て
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
一
年
間
、
東
京
師
範
学
校
、
東
京
体

操
伝
習
所
で
学
ぶ
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

一
月
か
ら
七
月
ま
で
、
大
学
教
授
井
上
哲
次
郎
に
つ
い
て
心
理
学
を
学
ん
で

い
る
（『
北
高
』）。
井
上
哲
次
郎　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
） ―
昭
和
一
九
年

（
一
九
四
四
）　

福
岡
県
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
東
大
助
教
授
と
な
り
東
洋

哲
学
史
を
講
じ
た
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
ド
イ
ツ
留
学
帰
国
後
帝
大
哲
学

科
の
教
授
に
任
じ
ら
れ
、
以
後
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
六
九
歳
で
退
職
す
る

ま
で
哲
学
界
の
大
御
所
と
し
て
教
育
界
に
も
隠
然
た
る
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
そ

の
間
、
東
京
学
士
会
院
会
員
の
ほ
か
、
文
科
大
学
長
、
哲
学
会
会
長
、
文
部
省
中

等
教
育
修
身
科
検
定
委
員
、
教
科
書
調
査
委
員
な
ど
を
歴
任
、
ま
た
哲
学
館
・
学

習
院
な
ど
で
も
哲
学
・
修
身
を
講
じ
た
。
東
大
退
職
後
大
東
文
化
学
院
総
長
、
貴

族
院
議
員
（『
近
現
代
』）。

大
浦
兼
武
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
） ―
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）　

鹿
児
島
県
。
戊
辰
戦
争
、
台
湾
出
兵
、
西
南
戦
争
に
参
加
、
大

阪
府
警
部
長
、
富
山
県
書
記
官
、
大
阪
府
書
記
官
を
歴
任
、
明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）
三
月
島
根
県
知
事
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
山
口
県
知

事
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
二
月
熊
本
県
知
事
、
つ
い
で
宮
城
県
知
事
に

任
じ
ら
れ
る
が
即
日
辞
職
（
明
治
三
一
年
〈
一
八
九
八
〉
七
月
）、
警
視
総
監
（
明

治
三
一
年
〈
一
八
九
八
〉
一
一
月
）・
貴
族
院
議
員
（
明
治
三
三
年
〈
一
九
〇
〇
〉

三
月
）。
逓
信
大
臣
、
農
商
務
大
臣
・
内
務
大
臣
を
歴
任
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

七
月
引
退
。（『
伊
藤
島
根
』、『
平
』、『
島
根
歴
史
』）

三
村
友
藝
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】

浅
井
郁
太
郎
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
） ―
？　

石
川
県
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
東
京
帝
国
大
学
理
科
地
質
学
科
卒
、
さ
ら
に
大
学
院

に
学
ぶ
。
島
根
県
尋
常
中
学
校
長
（
明
治
二
五
年
〈
一
八
九
二
〉
五
月
〜
明
治

二
九
年
〈
一
八
九
六
〉
七
月
）、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
北
海
道
札
幌
尋
常
中

学
校
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
） 〜
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
岐
阜
県
岐
阜
尋

常
中
学
校
（
岐
阜
中
学
校
）
各
学
校
長
を
歴
任
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
足
尾

銅
山
技
師
、
の
ち
文
部
省
図
書
審
査
官
視
学
官
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
辞
職
。

理
学
士
。
鉱
物
学
会
の
権
威
。
学
士
会
員
。（『
大
正
人
名
辞
典
Ⅱ
』
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
〈
底
本
：
猪
野
三
郎
編
『
大
衆
人
事
録　

昭
和
三
年
版
』

帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
二
七
年
〉、『
北
高
』『
職
乙
』『
職
甲
』「
官
報
」）

柳
多
元
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
柳
多
元
治
郎
か
。
旧
姓
甲
田
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
） ―
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）　

宮
城
県
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

上
京
、
竹
内
寿
貞
の
同
舟
社
な
ど
で
学
ぶ
一
方
、
四
ツ
谷
仲
町
の
山
岡
鉄
太
郎

（
鉄
舟
）
の
春
風
館
に
入
館
、
無
刀
流
剣
術
を
学
ぶ
。
鉄
舟
の
高
弟
籠
手
田
安
貞

が
島
根
県
に
赴
任
後
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
興
雲
館
道
場
に
助
教
と

し
て
甲
田
を
招
く
。
松
江
藩
士
族
で
家
老
の
家
柄
で
あ
っ
た
柳
多
滋
美
の
娘
律
子

と
結
婚
、
柳
多
家
を
継
ぐ
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
一
一
月
か
ら
尋
常
中
学

校
舎
監
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
か
ら
助
教
諭
試
補
。
課
外
で
有
志
生

徒
に
剣
道
を
教
授
、
松
江
中
学
の
剣
道
の
伝
統
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治

三
〇
年
（
一
八
九
七
）
八
月
岐
阜
中
学
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
東
北
帝
国
大

学
、
宮
城
中
学
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
著
書
「
剣
道
教
範
」
は
同
年
文

八
七

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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部
省
が
剣
道
を
学
校
正
課
に
定
め
る
と
、
こ
れ
が
学
校
剣
道
指
導
の
教
本
と
な
っ

た
。（『
北
高
』、『
職
乙
』）

和
田
豊
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
千
葉
県
士
族
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

三
月
東
京
師
範
学
校
卒
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
一
二
月
段
階
で
福
島
県

尋
常
中
学
校
教
諭
兼
校
長
心
得
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
一
二
月
段
階
〜

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
八
月
福
島
県
尋
常
中
学
校
長
兼
教
諭
、
明
治
二
五

年
（
一
八
九
二
）
八
月
〜
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
青
森
県
尋
常
師
範
学

校
長
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
〜
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
島

根
県
（
尋
常
）
師
範
学
校
長
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
〜
明
治
三
七

年
（
一
九
〇
四
）
一
月
新
潟
県
師
範
学
校
長
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月

〜
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
三
月
兵
庫
県
御
影
師
範
学
校
長
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
四
月
〜
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
二
月
財
団
法
人
親
和
高
等
女

学
校
長
。（
東
京
高
等
師
範
学
校
『
東
京
高
等
師
範
学
校
一
覧
』
一
八
九
八
年
、

『
福
島
県
職
員
録
』、『
福
島
県
管
内
職
員
録
』『
職
乙
』、『
職
員
録
』、「
官
報
」、

中
等
教
科
書
協
会
編
『
中
等
教
育
諸
学
校
職
員
録
』
一
九
二
一
年
〜
一
九
三
六

年
、
兵
庫
県
御
影
師
範
学
校
同
窓
義
会
編
纂
発
行
『
兵
庫
県
御
影
師
範
学
校
創
立

六
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
三
六
年
、
綿
谷
禮
利
編
纂
兼
発
行
『
校
祖
友
國
先
生
』

親
和
高
等
女
学
校
汲
温
会
、
一
九
三
七
年
。
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

関
根
汀
二
、
松
岡
成
高
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】

狭
間
重
亜
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
生
没
年
不
詳
。
大
分
県
士
族
。
東
京
師
範
学

校
卒
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
月
島
根
県
教
員
伝
習
校
教
員
に
任
命
。
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
教
員
伝
習
校
内
に
変
則
中
学
科
（
松
江
中
学
）
開
校
、
渡

部
寛
一
郎
と
と
も
に
教
師
。
し
か
し
、
同
年
六
月
二
一
日
付
で
辞
職
、
上
京
。
県

よ
り
伝
習
校
開
校
以
来
の
功
労
に
つ
い
て
と
く
に
慰
労
金
を
贈
ら
れ
る
。
こ
の

後
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
（
以
上
『
北
高
』）、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
） 〜

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
ご
ろ
「
北
海
部
郡
役
所
書
記
」
と
し
て
名
前
が
登

場
し
（
大
分
県
編
・
刊
『
大
分
県
職
員
録
』
明
治
一
二
年
一
〇
月
三
日
改
・
同

一
七
年
一
〇
月
三
一
日
改
正
・
同
一
九
年
一
月
一
日
改
正
・
同
二
〇
年
七
月
一
日

調
・
同
二
一
年
六
月
三
〇
日
改
正
・
同
二
三
年
一
月
一
日
改
）、『
職
乙
』『
大
分

県
各
郡
郡
史
』（
日
豊
時
報
社
編
・
刊
、
一
九
二
六
年
）
等
に
は
、
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
） 〜
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
大
分
県
内
務
部
小
学
校
教
員
銓
衡
委

員
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
） 〜
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
大
分
県
南
海
部
郡

役
所
郡
長
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
） 〜
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
大
分
県
大

分
郡
役
所
郡
長
と
し
て
名
前
が
見
え
、
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。（
大
分
県
の
経

歴
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
立
図
書
館
郷
土
情
報
担
当
に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。）

中
本
章
三
【
丗
二
年
頃
県
外
礼
状
】
長
崎
市
十
人
町
一
八
、
竹
田
廣
助
【
明
治
丗

二
年
四
月
調
】
大
坂
西
区
江
戸
堀
上
通
一
丁
め
一
一
八
（
尼
ヶ
崎
橋
西
詰
西
入
南

側
）

内
田
文
太
郎
【
明
治
丗
二
年
四
月
調
】
大
坂
市
東
区
南
本
町
四
丁
め
四
八
〇
。
明

治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
七
月
松
江
中
学
卒
業
生
か
。（『
北
高
』）

本
荘
太
一
郎
【
明
治
丗
二
年
四
月
調
】
文
久
三
年
（
一
八
六
三
） ―
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）　

松
江
市
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
教
員
伝
習
校
卒
。
卒
業

後
、
松
江
中
学
校
授
業
補
助
、
島
根
県
第
二
中
学
校
（
浜
田
中
学
）
教
諭
試
補
、

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
辞
職
し
て
上
京
、
文
部
省
検
定
に
合
格
、
明
治

一
九
年
（
一
八
八
六
）
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
教
諭
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

京
都
府
尋
常
中
学
校
長
（
こ
の
時
期
、
全
国
中
学
校
長
会
の
指
導
者
の
ひ
と

り
）、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
ご
ろ
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
教
育
界
で

活
躍
を
続
け
る
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
台
北
中
学
校
長
兼
台
湾
国
語
学
校

長
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
長
野
県
立
松
本
中
学
校
長
を
つ
と
め
、
大
正
七
年

八
八

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
子
）
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（
一
九
一
八
）
か
ら
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
ま
で
は
神
戸
市
教
育
局
長
。
教
育

学
に
関
す
る
著
書
多
数
。（『
島
根
歴
史
』『
北
高
』）

沢
野
氏
【
明
治
丗
二
年
四
月
調
】（
京
都
市
）
下
切
通
新
烏
丸
東
入
四
二
。
沢
野

真
造
か
。
明
治
三
〇
年
日
記
（「
翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
１
」『
山
陰
研
究
10
』）

と
同
住
所
。

桑
原
羊
次
郎
【
明
治
丗
二
年
四
月
調
】（
東
京
）
麻
布
区
桜
田
町
七
二
。
明
治

元
年
（
一
八
六
八
） ―
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）　

松
江
市
。
明
治
一
八
年

（
一
八
八
五
）
七
月
島
根
一
中
卒
、
英
吉
利
法
律
学
校
（
中
央
大
の
前
身
）
を
経
て

米
ミ
シ
ガ
ン
大
卒
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

ま
で
は
郷
里
松
江
に
あ
っ
て
松
江
電
灯
会
社
社
長
、
松
江
銀
行
取
締
役
な
ど

を
務
め
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
鴻
池
銀
行
神
戸
支
店
長
。
大
正
九

年
（
一
九
二
〇
）
衆
議
院
議
員
当
選
。
私
立
松
江
図
書
館
創
設
（
の
ち
県
立
）
に

も
尽
く
す
。
美
術
品
の
鑑
定
と
浮
世
絵
の
収
集
は
世
界
的
で
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
の
ロ
ー
マ
万
博
で
は
日
本
美
術
館
主
任
と
し
て
活
躍
し
た
。
蔵
書

の
一
部
は
島
根
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
桑
原
文
庫
と
し
て
付
属
図
書
館
に
あ
る
。

（『
島
根
歴
史
』『
北
高
』）

石
井
信
敬
【
明
治
丗
二
年
四
月
調
】
浅
草
老
松
町
三
番
地
。
栃
木
県
出
身
。

『
明
治
一
六
年
一
一
月
改　

島
根
県
職
員
録
』
に
名
前
が
見
え
、
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
八
月
段
階
で
学
務
課
長
兼
衛
生
課
長
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

段
階
で
島
根
県
第
二
部
、
尋
常
師
範
学
校
長
補
、
兼
学
務
課
長
、
明
治
二
一
年

（
一
八
八
八
）
段
階
で
島
根
県
第
一
部
庶
務
課
長
官
報
々
告
主
任
（『
島
根
県
職
員

録
』、『
職
乙
』）。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
、
学
務
課
長
石
井
信
敬
、
師

範
学
校
長
兼
中
学
校
長
田
所
貢
が
中
心
と
な
り
、
教
育
会
設
立
の
呼
び
か
け
が
行

わ
れ
、
一
〇
月
一
六
日
島
根
県
私
立
教
育
会
発
足
。
会
長
石
井
、
副
会
長
田
所
、

幹
事
渡
部
寛
一
郎
ら
。（『
北
高
』）。

付
記

本
稿
は
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
代
山
陰
の
政
治
と
文
化
―
「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」・「
若
槻
礼
次
郎
関

係
文
書
」
に
見
る
漢
詩
と
政
党
政
治
の
関
係
分
析
を
通
し
て
―
（
課
題
番
号

一
六
一
一　

期
間
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度　

代
表　

要
木
純
一
）

及
び
、

科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

近
代
山
陰
地
域
の
漢
詩
と
官
僚
出
身
政
治
家
の
文
化
教
養
環
境
―
中
国
文
学

と
日
本
史
学
の
学
際
的
研
究
（
研
究
課
題
／
領
域
番
号16K

02366　

期
間

二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

八
九

渡
部
寛
一
郎
日
記
２
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
（
大
國
由
美
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Anotation on Diary of Watanabe Kanichirou:1898

Oguni Yumiko
（Research Project on Works of Watanabe Kanichirou）

〔 A b s t r a c t 〕

　Watanabe Kanichirou（1854－1938）was an infl uential educator in Shimane prefecture and 
the head of the society in support of Wakatsuki Reijirou（Kokudoukai）. Here I made notes on 
his diary written on 1898. Through this Anotation we can perceive Wtanabe's relationship 
with important persons of educational society and statesmen and beaurocrats. Also we can 
understand the situation of the central politics and the local politics in those days. Most of 
the notes are based on rare historical mateareals which are not easy to search now.

Keywords：Watanabe Kanichirou, education, Meiji era
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